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シングルピクセルイメージングはイメージセンサーおよび機械走査を用いずに画像計測を行う

計算イメージング技術である [1]．この技術の拡張の一つとして，等速運動する物体のイメージン

グを行う方法が提案されている  [2]．この方法は, 固定の構造分布照射で光計測を実行できるこ

とを特徴とする．この計測システムに，画素ずらし計測[3]と深層学習を適用する高精細画像再構

成を検討し，検証したので報告する． 

検証では，計測データと再構成画像を畳み込みニューラルネットワークの入出力として学習す

る一般的な手順と，一旦，互いに観察領域が部分に異なる複数の低画素画像を作成し，それらを

ネットワーク入力とし，目標である高画素画像を出力とする計測の特性を生かした新規の手順に

ついて調べ，これら 2 種類の手順を比較した．検証結果の一例を図 1に示す．図１において再構

成画像の画素数は 64×64 である．図 1(b)は提案手法による結果であり，2枚の低解像画像を作成

し，ニューラルネットワークの入力としている．比較のため，図 1(c)に従来モデルを用いた結果

を示す．また， 図 2に，元画像との比較を SSIM(Structural Similarity)を示す．グラフより新規手

順が有用であることがわかる．この原因としては，新規手順における学習内容が超解像処理のみ

に特化していることが挙げられる． 

 

 

 

 

                

 

 

 

図 1: (a)元画像と(b)提案手法による再構成    図 2: 測定回数と SSIMの関係． 

画像，(c)従来モデルによる再構成画画像． 
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